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日本原子力発電（株）

原子炉設置変更許可申請書への L8 記載について

１．原子炉水位高（L8）のインターロックについて

原子炉水位の異常上昇時にキャリーオーバからタービン機器を保護するため、原子炉水

位高（L8）により主タービン、給水ポンプをトリップさせる。原子炉停止系、工学的安全施

設の作動設備ではないため安全保護回路には該当しない。

２．「発電用原子炉施設の設置（変更）許可申請に係る運用ガイド」

同ガイドにおいて「安全保護回路」として「①原子炉停止回路の種類」、「②その他の主要

な安全保護回路の種類」を記載するよう定めがある。「原子炉水位高」（L8）インターロック

は安全保護系には該当しないため、「安全保護回路」に記載することは適切ではないと考え

る。（東二、柏崎刈羽６、７を含めて「原子炉水位高」（L8）を設置許可申請の安全保護回路

の項目に記載しているプラントはない。）

その他「原子炉水位高」（L8）について特に記載することを定めているような事項は同ガ

イドからは明確には読みとれない。

３．設置許可申請書での L8 に関する記載

（１）柏崎刈羽６、７

 柏崎刈羽６、７の設置許可添付八「6.3 原子炉プラント・プロセス計装」に「原子炉水

位高」（L8）に関して以下の記載がある。

(1) 圧力容器計装

原子炉水位は，連続的に測定し，指示及び記録する。原子炉水位低又は水位高で警報を

出す。原子炉水位低下が更に大きい場合には，原子炉緊急停止系及び工学的安全施設を

作動させるとともに再循環ポンプをトリップする信号を出す。また，原子炉水位上昇が

更に大きい場合にはタービン・トリップを行わせるための信号を出す。

 また「原子炉水位計装説明図」で原子炉圧力容器と原子炉水位設定値（L1、L2、L3、L8）
の関係を図示している。
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柏崎刈羽６、７設置許可添付八

（２）東海第二

東二の設置変更許可補正（H29.11）の当該箇所における記載は下記のとおり「原子炉水

位高」（L8）に関して記載していない。（既許可から記載変更していない。）

(1) 原子炉圧力容器計装

原子炉水位は差圧形検出器で連続的に測定され，指示及び記録される。水位高及び水位

低で警報が出され，水位低下が更に大きい場合には，原子炉スクラム信号が出される。

原子炉圧力は圧力検出器で測定され，指示及び記録される。原子炉圧力高でスクラム信

号が出される。



４．東二設置許可申請における対応

 「6.3 原子炉プラント・プロセス計装」に「原子炉水位高」（L8）に関する記載を追加す

るとともに「原子炉水位計装説明図」を追加する。

「原子炉水位高」（L8）を追加した記載案

(1) 原子炉圧力容器計装

原子炉水位は，連続的に測定し，指示及び記録する。原子炉水位低又は水位高で警報を

出す。原子炉水位低下が更に大きい場合には，原子炉緊急停止系及び工学的安全施設を

作動させるとともに再循環系ポンプをトリップする信号を出す。また，原子炉水位上昇

が更に大きい場合にはタービン・トリップを行わせるための信号を出す。

※水位は圧力容器零レベルからの 
数値を示す。 

水位信号の機能 

Ｌ８：タービン・トリップ 

給水ポンプ・トリップ 

Ｌ３：原子炉スクラム 

原子炉建屋常用換気系閉鎖と  

原子炉建屋ガス処理系起動 

Ｌ２：主蒸気隔離弁閉鎖 

高圧炉心スプレイ系起動 

高圧炉心スプレイ系ディーゼ  

ル発電機起動 

原子炉隔離時冷却系起動 

再循環系ポンプトリップ 

Ｌ１：低圧注水系起動 

低圧炉心スプレイ系起動 

自動減圧系作動 

非常用ディーゼル発電機（区分

Ⅰ及び区分Ⅱ）起動 

圧力容器零レベル（0mm）

燃料有効長頂部（ 9203mm）  

Ｌ１（ 9600mm）  

Ｌ２（ 12450mm）  

Ｌ３（ 13700mm）  

Ｌ８（ 14800mm）  



参 考

設置許可基準規則

第二条 この規則において使用する用語は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関

する法律（以下「法」という。）において使用する用語の例による。

四十 「安全保護回路」とは、運転時の異常な過渡変化及び設計基準事故を検知し、これら

の事象が発生した場合において原子炉停止系統及び工学的安全施設を自動的に作動させる

設備をいう。

実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則

第三条 法第四十三条の三の五第二項の発電用原子炉の設置の許可の申請書の記載につい

ては、次の各号によるものとする。

二 法第四十三条の三の五第二項第五号の発電用原子炉施設の位置、構造及び設備につい

ては、次の区分によって記載すること。

ヘ 計測制御系統施設の構造及び設備

（２） 安全保護回路

（ｉ） 原子炉停止回路の種類

（ｉｉ） その他の主要な安全保護回路の種類



発電用原子炉施設の設置（変更）許可申請に係る運用ガイド






